
 

 

 

冬虫夏草と昆虫展 
～虫をたおすキノコと森の小さな生きもの～ 

■開園時間 午前９時～午後４時半（入園は４時まで） ■休園日 毎週金曜日 

■入園料 大人５１０円、高校生および１８歳未満１７０円、中学生以下無料、６５歳以上であることを確認 

 できる公的証明書（健康保険証、運転免許証など）を提示された方は１７０円 

○入園料の免除 身体障害者手帳などを提示された方（コピー不可） 

■駐車料 軽・普通自動車４５０円、中・大型車１，３８０円 

○駐車料の免除 身体障害者手帳１・２級、療育手帳Ⓐ・Aなどをお持ちの方が利用される軽・普通車 

広島市佐伯区倉重三丁目４９５番地 
ＴＥＬ  （０８２）  ９２２－３６００ 
ＦＡＸ  (０８２）  ９２３－６１００ 
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令和元年6月15日（土） ～ 7月 24日（水） （金曜日は休園） 

生きもの写真家 

安田
や す だ

 守
まもる

 さん 

展示協力：安田 守（写真）、瀬戸内虫草団（標本） 

 7 月 14 日（日） 

安田 守 さん 来園！ 
 

10 時～12 時 

講演会 
虫をたおすキノコと 

森の小さな生きもの 
 

13 時～15 時 

園内観察会 
クモタケ、ハチタケなど 

新種の発見があるかも？ 

 

オサムシタケ 



 

 

 

■バス（広電） 
広島バスセンターから植物公園経由薬師が丘団地行きで約４０分 
ＪＲ五日市駅北口から植物公園経由薬師が丘団地行きで約２０分 

■Ｊ Ｒ 
山陽本線五日市駅下車、北口から植物公園経由薬師が丘団地行きで 
約２０分、タクシーで約１０分 

■電 車 
広電宮島線五日市駅下車、植物公園経由薬師が丘団地行きバスで 
約２０分 

■乗用車 
市内中心部から約３０分、五日市インターから約１５分、 
廿日市インターから約１５分 

広島市佐伯区倉重三丁目４９５番地 
T E L  ( 0 8 2 ) 9 2 2 - 3 6 0 0 
F A X  ( 0 8 2 ) 9 2 3 - 6 1 0 0 
http://www.hiroshima-bot.jp/ 
※イベントの内容は一部変更になる 
場合があります。    

交通機関 案内図 

虫から生えるキノコ、それが 冬
と う

虫
ちゅう

夏草
か そ う

 です。生きた虫の体内に侵入して

殺し、その栄養分を使って小さなキノコ（子実体）を形成します。昔、中国で 

「冬は虫の姿、夏は草の姿になる」 と考えられたことからこの名がありま

す。冬
と う

虫
ちゅう

夏草
か そ う

 の不思議な世界を、生きもの写真家、 安田
や す だ

 守
まもる

 さんの高精

細で迫力のある写真と、 瀬戸内
せ と う ち

虫
ちゅう

草団
そ う だ ん

 の収集した貴重な標本コレクション

を交えて展示します。 

広島市植物公園の園内には、クモタケが多く生息

するほか、ハチタケやハナサナギタケなども見ること

ができます。じめじめとした梅雨明け時ですが、樹林

の中には不思議がいっぱい！ 安田
や す だ

 守
まもる

 さんと一

緒に冬虫夏草を探しませんか？ 

2年前の園内観察会で発見したミドリコナ 
コガネムシタケ（仮称）。新種の可能性あり。 

瀬戸内虫草団が収集した冬虫夏草類の貴重
な標本コレクション 

園内でもよく 
見かけるクモタケ 

菌類である冬虫夏草の胞子や菌糸は目に見えない小さな

ものですが、私たちが森をていねいに探索し、冬虫夏草が形

成する小さなキノコを発見することによって、その存在を知る

ことができます。森の中でおきている「キノコが虫をたおす」と

いう不思議なできごとを、冬虫夏草と昆虫、両者の姿を通じ

て紹介します。 

セミタケ 

広島県や山口県を中心に冬虫夏草の調査、採集活
動をしていたメンバーが、平成 21年に安佐動物公園で

展示会を開く事になり、それに合わせて「瀬戸内虫草
団」を結成しました。ここ植物公園では平成 29年にゲ
ッチョ先生（盛口満氏）を招き、100種近い冬虫夏草の

展示会を開催しました。今回は第 2弾！昆虫との関係
がポイントです。 

安田
や す だ

 守
まもる

 さん プロフィール 

１９６３年京都府生まれ。生きもの写真家。信州を拠点に身近な

里山の昆虫など広く生物や自然を撮影している。著書『冬虫夏草

ハンドブック』『イモムシハンドブック』など。 

オサムシと 
オサムシタケ 

ムネアカオオアリとコブガタアリタケ 

サナギタケ 

ミルンヤンマとヤンマタケ 


